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調査の方法と調査結果の要点
　光協会は、調査に当たって、7つの
製品分野別調査専門委員会を設けて調
査を実施した。7分野は、情報通信、
情報記録、入出力、ディスプレイ・個
体照明、太陽光発電、レーザ加工・光
加工装置、センシング・計測。情報通
信には、光伝送機器・装置、光ファイ
バ融着機、発光素子、受光素子、光フ
ァイバ、光コネクタ、光受動部品など
が含まれる。非通信用個別受光素子、
複合光素子などは、「その他」に分類
されている。
　アンケート調査は2013年10月に313
社に対してアンケート調査票を発送し
2013年12月から2014年2月に回収す
ることで実施。回答を得たのは113社。
　まず、生産と出荷の実績、見込み、
予測について概要を見ておこう。2013
年度国内生産額（実績）は8兆4672億
円（成長率18.0％）、2013年度全出荷
額（実績）は16兆9311億円（12.0％）。
2014年度国内生産額（見込み）は8兆
5916億円（1.5％）、2014年度全出荷
額（見込み）は16兆8742億円（-0.3％）。
2015年度国内生産（予測）はやや増加、
2015年度全出荷（予測）はやや増加。
　次に全出荷額だが、こちらは生産額
の約2倍の数字になっている。この増
加分は、情報記録分野、入出力分野、
ディスプレイ・固体照明分野の海外生
産分を国内で出荷したものと見てよい。
　2013年度の光産業全出荷額（実績）は

16兆9311億円 （成長率12.0%）。その
内、光機器・装置は12兆177億円 （成長
率9.8%、構成比71.0%）、光部品は4兆
9135億円 （17.8%、同29.0%）。2014
年度の光産業全出荷額（見込み）は16兆
8742億円（▲0.3%）と横ばい傾向が見
込まれている。内、光機器・装置は11
兆8946億円 （成長率▲1.0%、構成比
70.5%）、光部品は4兆9796億円 （1.3%、
同29.5%）が見込まれている。2015年
度の光産業全出荷額は、やや増加と予
測。光機器・装置、光部品ともにやや
増加と予測している。
　表1から明らかなように、国内光産
業は「太陽光発電分野」依存となって
いる。2013年度の実績が健全成長に
見えるのは、太陽光発電分野が激増し
ているためであり、2014年度見込みが
一転して低迷と見えるのは、太陽光発
電分野の成長が、光協会の言葉では「前
年度の反動で」一ケタ成長に止まるか
らである。さらに、2015年度の予測
を「やや増加」と表現せざるを得ない
のは、太陽光発電分野が「横ばい」と
予測されるからである。
　今回の調査では、2014年度に2ケタ
成長が見込めるのはレーザ加工分野、
それに情報通信分野の送受光部品のみ
ということが明らかになった。それ以
外のほとんどは、横ばいかマイナス成
長と見込まれている。
　以下では、全出荷額を中心に調査結
果を見ていく（表1）。

太陽光発電バブル崩壊か
　太陽光発電分野は、システムについ
ては国内生産額と全出荷額との差はあ
まり大きくないが、太陽電池セル・モ
ジュールは、2013年度実績で2.3倍、
2014年度見込額で2.8倍全出荷額が大
きい。この数字は、海外生産または部
品の海外調達が進んでいることを示し
ている。
　しかし問題はここではなく、この分
野の成長率が激減していることにあ
る。2013年度実績を見ると、国内生
産額では太陽光発電分野全体の成長率
は71.4％、システムの成長率は104.1％
だった。全出荷額では、この分野全体
の成長率は88.3％、システムは113.7％。
モジュールの成長率も55.9％と高い。
ただし、2013年度国内生産額実績で
は部品の成長率は4.4％。これは、部
品が国内生産よりも海外調達依存にな
っていることを示している。
　とは言え、太陽光発電分野の力強い
成長が光産業の発展を支える大きな柱
となっている。構成比を見ると、2013
年度国内生産額実績でこの分野の構成
比は39.5％、2014年度見込額でも39.7％、
国内光産業生産額の約4割が太陽光発
電分野となっている。全出荷額を見ると、
2013年度実績で、この分野の構成比
は25.0％、2014年度見込額で27.0％と
なっている。
　今回の調査結果では、2014年度の
太陽光発電分野の成長率が衝撃的であ
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表1　光産業の全出荷額。国内生産額は、トータルで全出荷額の1/2程度。全出荷額の数字を
押し上げているのは、情報記録分野、入出力分野、ディスプレイ・固体照明分野。
各分野の集計値は ■■：光機器・装置と ■■：光部品とを単純合計したもの。� （単位：百万円、％）
項目 2013年度実績 成長率 2014年度見込 成長率 2015年度予測
情報通信分野  569,856 5.4 531,509 ▲6.7 横ばい

光伝送機器・装置  264,421 6.2 212,315 ▲19.7 横ばい
幹線系 （MUXを含む）  78,544 27.7 63,272 ▲19.4 横ばい
メトロ系  86,416 8.7 56,980 ▲34.1 横ばい
加入者系  52,019 ▲17.2 43,568 ▲16.2 やや減少
光インターフェイスが装着できるルータ/・スイッチ  27,830 6.5 23,387 ▲16.0 横ばい
映像伝送 （CATV、CCTV等）  3,785 13.7 3,670 ▲3.0 横ばい
光ファイバ増幅器  12,327 5.5 17,738 43.9 やや増加
その他（ATM、光無線LAN等）  3,500 ▲12.5 3,700 5.7 やや増加

光ファイバ融着接続機  18,765 2.3 20,206 7.7 横ばい
発光素子  37,134 9.8 43,730 17.8 横ばい
情報通信用個別受光素子  9,262 6.8 11,423 23.3 やや増加
光伝送リンク  70,415 19.9 72,879 3.5 やや増加
光ファイバケーブル  99,039 1.2 103,146 4.1 やや増加
光コネクタ  25,493 2.0 24,943 ▲2.2 横ばい
光受動部品  19,129 ▲17.8 15,859 ▲17.1 横ばい
光回路部品  15,182 5.1 16,287 7.3 横ばい
光IC ／微小光学部品、その他  11,016 ▲4.1 10,721 ▲2.7 横ばい

情報記録分野  1,196,760 ▲9.0 1,084,790 ▲9.4 やや減少
光ディスク 1,165,867 ▲9.1 1,056,397 ▲9.4 やや減少

光ディスク装置  1,055,349 ▲7.6 1,005,034 ▲4.8 やや減少
再生専用型 （CD（音楽用）、CD-ROMユニット、DVD-ROM、BD）  652,851 ▲10.2 638,044 ▲2.3 横ばい
記録・再生装置	  402,498 ▲3.1 366,990 ▲8.8 やや減少

光ディスク媒体  47,957 ▲9.6 42,941 ▲10.5 横ばい
その他 （光ヘッド）  62,561 ▲28.4 8,422 ▲86.5 減少

半導体レーザ  30,893 ▲3.4 28,393 ▲8.1 やや減少
入出力分野  3,765,866 ▲7.3 3,520,595 ▲6.5 やや増加

入出力装置  3,292,494 ▲10.3 2,983,439 ▲9.4 やや増加
光学式プリンタ  134,834 ▲2.8 135,900 0.8 やや増加
MFP（複合機）  582,067 5.6 611,045 5.0 横ばい
バーコードリーダ  14,585 ▲20.3 14,883 2.0 やや増加
イメージスキャナ  41,985 ▲32.5 42,020 0.1 横ばい
デジタルカメラ  1,300,232 ▲20.1 1,022,600 ▲21.4 やや増加
デジタルビデオカメラ  97,584 ▲32.5 90,324 ▲7.4 横ばい
カメラ付き携帯電話  1,027,801 ▲7.7 968,508 ▲5.8 やや減少
タブレット端末  93,406 415.9 98,159 5.1 横ばい

受光素子（イメージセンサ）  473,371 21.7 537,157 13.5 やや増加
ディスプレイ・固体照明分野  6,418,716 2.3 6,335,993 ▲1.3 増加

ディスプレイ装置  3,563,542 ▲1.4 3,417,821 ▲4.1 増加
フラットパネルディスプレイ  3,277,900 ▲2.3 3,117,097 ▲4.9 増加
プロジェクタ  232,541 9.1 250,079 7.5 増加
大型ディスプレイ  53,101 10.7 50,645 ▲4.6 増加

ディスプレイ素子  1,942,859 3.5 2,008,024 3.4 増加
発光ダイオード（LED）  403,269 7.5 373,023 ▲7.5 増加
固体照明器具・装置  509,046 24.5 537,125 5.5 やや増加

LED照明器具（OLEDを含む）  413,696 33.6 444,125 7.4 やや増加
LEDランプ  95,350 ▲4.0 93,000 ▲2.5 やや減少

太陽光発電分野  4,229,268 88.3 4,555,837 7.7 横ばい
太陽光発電システム  2,693,247 113.7 3,073,717 14.1 横ばい
太陽電池セル・モジュール  1,536,021 55.9 1,482,120 ▲3.5 横ばい

レーザ加工分野・その他光加工装置  444,320 16.5 523,005 17.7 やや増加
レーザ応用生産装置  233,473 18.2 269,000 15.2 やや増加

炭酸ガスレーザ  63,945 7.1 77,804 21.7 やや増加
固体レーザ  31,594 10.7 41,196 30.4 やや増加
エキシマレーザ  125,338 22.1 116,658 ▲6.9 やや減少
ファイバレーザ応用生産装置  10,196 138.4 30,567 199.8 やや増加
半導体レーザ直接加工機  2,400 1.1 2,775 15.6 横ばい

i 線露光機  151,300 19.6 182,000 20.3 やや増加
アディティブ・マニュファクチャリング（3Dプリンタ） 568 ─ 3,022 432.0 やや増加
レーザ発振器  58,979 2.9 68,983 17.0 やや増加

センシング・計測分野  220,303 4.0 232,565 5.6 やや増加
光測定器  14,238 12.7 13,940 ▲2.1 やや増加
光センシング機器  206,065 3.5 218,625 6.1 やや増加

その他の光部品分野 86,043 3.5 89,918 4.5 やや増加

光機器及び装置　小計 12,017,677 9.8 11,894,607 ▲1.0 やや増加
光部品　小計  4,913,455 17.8  4,979,606 1.3 やや増加
計 16,931,132 12.0 16,874,213 ▲0.3 やや増加

った。国内生産額の成長率は、わずか
1.9％に急落すると見込まれている。そ
れでもシステムの成長率は8.1％だが、
部品は22.8％減。この傾向は全出荷額
でも変わらず、この分野全体の全出荷
額成長率は7.7％、システムは14.1％、
部品の成長率は3.5％減と見込んでいる。
この急激な落ち込みを光協会は、「前
年度の高成長の反動」と説明している
が、2015年度予測でもこの分野は「横
ばい」となっており、言うところの「反
動」がいつ解消されるか、見通しは立
っていない。横ばいとなる背景を光協
会は「FIT制度変更の影響」と見てい
る。「変更」とは、固定価格買取制度
の買取価格が、2012年で42円/kWh、
2013年38円/kWh、2014年37円/kWh
と変わることを指している。太陽光発
電は、最初の設備投資さえすれば、後
は金の卵を産む鶏のように言われてい
たが、事は言うほど簡単ではないこと
が明らかになってきている。
　太陽光発電には、誰でも容易に気づ
く問題点が3つある。1つは、再エネ
の問題点が明らかになった昨年のニュ
ース。九州電力など、電力5社がFIT
に基づく再エネの送電線への接続につ
いて、新規受付を「保留」すると発表
したことだ。この保留が解除されたと
しても、建設した太陽光発電設備の稼
働が簡単には進まないことは、資源エ
ネルギー庁の「直近の認定量が全て運
転開始した場合の賦課金等について」と
いう資料から容易に理解できる。例えば
九州電力の場合、太陽光発電の認定出
力17,917MWのうち運転開始済みは
2,406MW、わずか13％に過ぎない。
　さらに、FITの買取価格を負担する
のは電力会社でも、太陽光発電設備に
投資した企業でもなく、ユーザーである
点も大きな問題となっている。例えば、
東京電力の場合、手元にある2月の請
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求書を見ると、「再エネ発電賦課金」が
332円となっている。この賦課金は今
後さらに上昇する。これまでに事業認
定された設備が全て稼働すれば、標準
家庭で現状の3倍程度の金額になると
言われている。昨年の民放テレビの報
道特集によると、「認定された設備が全
て稼働すれば1年間に消費者が負担す
る賦課金が2.7兆円と試算される」と
レポートされていた。この報道特集で
紹介されたアンケート調査によると、
再エネの全量固定価格買取制度による
国民負担に対して、「負担が重いので
やめてほしい：39％」、実に4割の回答
者がFIT反対の声を上げている。これ
は日本だけのことではない。FITはヨ
ーロッパでは、すでに失敗している。
　問題はまだある。再エネ（太陽光、風
力）の導入によって電気料金が値上が
りするだけではない。再エネが変動電
源であることが大きな問題となってい
る。原発が止まっている日本の現状で
は、再エネを増やすにはバックアップ
電源として火力発電を増やさざるを得
ない。火力の増加は、二酸化炭素の排
出量を増やすことになるので、さらに
別の問題が見えてくる。
　このように見ると、すでに太陽光バ
ブルは崩壊しており、太陽光発電分野
が今後日本の光産業を牽引する力にな
りそうにないことが見えてくる。

レーザ加工分野は2ケタ成長
　レーザ加工分野は、国内生産額と全
出荷額との差はほとんどない。2013年
度国内生産額実績は4,394億円（17.7%、
同5.2%）、全出荷額は4,443億円（16.5%、
同2.6%）。2012年度の2ケタ減から大
きく回復して、2011年度の水準をわ
ずかに上回るレベルに達した。2014年
度見込額は、国内生産額では5,147億
円（17.1%、同6.0%）、全出荷額では

5,230億円（17.7%、同3.1%）と見込ま
れており、いずれも2ケタ成長。好調の
背景について、光協会は「自動車を中
心とする設備投資増加の影響を受け
て、全てのレーザ応用生産装置でプラ
ス成長となり、全体では、19.2％と大
幅に増加した。特にファイバレーザの
伸びが大きく、148.6%と大幅に増加
した」（2013年度実績）とコメントして
いる。2014年度見込額についても、
見方はほぼ同じであるが、特にファイ
バレーザが好調で、203.5%と大幅な
増加が見込まれている。2013年度か
ら数字が上がってきている積層造形法

（3Dプリンティング）は、ベースになる数
字が小さいこともあって、2014年度
の国内生産額、全出荷額とも400％を
超える成長を見込んでいる。
　レーザ加工分野は、健全な成長を続
けているが、国内生産額も出荷額も構
成比は10％に届かない水準にある。
　

通信分野では発光/受光素子が好調
　情報通信分野も国内生産額と全出荷
額との間に大きな差は見られない。こ
の分野の成長率は、2013年度実績で

プラスに転じたものの、2014年度見込
額では再びマイナス成長に転落すると
見込まれている。特に光伝送機器・装
置では、光ファイバ増幅器を除けば生
産も出荷も落ち込みは激しい。幹線系、
メトロとも2014年度に大きく落ち込む
理由として光協会は「100Gbps伝送容
量を持つ送受信機搭載機器の工事が終
了に向かう」ことを挙げている。海外の
システムベンダーの業績発表では、む
しろ2014年に100G関連の出荷が増え
ているが、国内のシステムベンダーは海
外市場でのシェアが小さいため、100G
導入拡大の波に乗り切れていないのが
現状。光ファイバ増幅器は、海底ケー
ブルシステム用途で2014年度は生産、
出荷とも2ケタ成長が見込まれている。
　この分野で、100G市場拡大の恩恵
を受けているのは、発光／受光素子と
モジュール。これらは海外のモジュール
メーカー、システムベンダー向けにプ
ラス成長が見込まれている（表1、2）。
　光協会は、2015年度の予測を「やや
増加」と楽観視しているが、成長分野
がレーザ加工と光通信部品だけでは、
その実現はかなり難しそうに見える。
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表2　波長別レーザの国内生産額。通信波長のデバイス、モジュールが好調なのは、海外の
100G市場拡大の恩恵。� （単位：百万円）

項目 2011年度
実績 成長率 2012年度

実績 成長率 2013年度
実績 成長率 2014年度

見込 成長率

光通信用

半導体レーザ 22,189 ▲11.4% 26,860 21.1% 31,518 17.3% 37,258 18.2%

長波長（1.55μm帯） 10,679 14.9% 10,344 ▲3.1% 16,696 61.4% 19,901 19.2%

デバイスのみ 8,507 4.9% 4,011 ▲52.9% 4,440 10.7% 4,512 1.6%

複合（モジュール） 2,172 82.7% 6,333 191.6% 12,256 43.3% 15,389 25.6%

長波長（1.3μm帯） 9,205 8.0% 13,719 49.0% 11,160 ▲18.7% 14,221 27.4%

デバイスのみ 4,687 ▲6.7% 6,345 35.4% 6,367 5.0% 9,471 48.8%

複合（モジュール） 4,518 29.1% 7,374 63.2% 4,793 ▲19.8% 4,750 ▲0.9%

励起用（1.48μm、0.98μm） 2,305 ▲68.2% 2,797 21.3% 3,662 30.9% 3,136 ▲14.4%

光ディスク用

半導体レーザ 15,084 ▲56.1% 10,518 ▲30.3% 8,347 ▲20.6% 7,945 ▲4.8%

可視域（0.78μm帯） 3,503 ▲30.8% 2,670 ▲23.8% 1,767 ▲33.8% 1,720 ▲2.7%

可視域（0.65μm帯） 6,792 ▲69.3% 4,089 ▲39.8% 2,690 ▲34.2% 2,710 0.7%

可視域（0.405μm） 4,136 ▲33.1% 3,009 ▲27.2% 3,690 22.6% 3,490 ▲5.4%

その他（2波長他） 653 ▲31.0% 750 14.9% 200 ▲73.3% 25 ▲87.5%

レーザ加工用

レーザ発振器 62,008 8.3% 53,825 ▲13.2% 57,602 7.0% 67,678 17.5%




